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当
所
が
４
月
、
北
見
市
に
提
出
し
た
30
項
目
の
「
北
見
市
の
総
合
的
経
済
活
性

化
に
関
わ
る
要
望
書
」
（
毎
年
恒
例
の
要
望
活
動
）
に
対
す
る
市
の
回
答
が
届
き

ま
し
た
。
新
規
（
７
項
目
）
の
要
望
に
対
す
る
回
答
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

１　
景
気
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

要
望
＝
景
気
回
復
に
つ
な
が
る
需
要
喚

起
策
の
実
施
（
新
）

回
答
＝
市
民
の
皆
様
や
事
業
者
の
方
々

へ
の
支
援
に
向
け
、
迅
速
か
つ
適
切
に
し

っ
か
り
対
応
で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
て

お
り
、
ま
と
ま
り
次
第
実
施
し
て
い
く
。

要
望
＝
ビ
ヨ
ン
ド
コ
ロ
ナ
（
コ
ロ
ナ
を

乗
り
越
え
る
）
対
策
と
経
営
支
援
の
実
施

（
新
）

回
答
＝
貴
会
議
所
や
金
融
機
関
な
ど
の

関
係
機
関
と
連
携
し
、
事
業
者
の
状
況
把

握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
の
動
向
も
注

視
し
な
が
ら
そ
の
時
々
の
状
況
に
応
じ
た

効
果
的
な
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

要
望
＝
公
共
工
事
の
早
期
発
注
と
地
元

企
業
へ
の
優
先
発
注
の
確
保

回
答
＝
今
後
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
地

元
企
業
へ
の
発
注
を
基
本
と
し
、
受
注
機

会
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

公
共
工
事
の
早
期
発
注
に
つ
い
て
は
、
発

注
予
定
工
事
情
報
を
公
表
し
て
お
り
、
可

能
な
限
り
早
期
発
注
に
努
め
て
い
く
。

２　

安
全
・
安
心
な
都
市
基
盤
整
備

の
推
進
に
つ
い
て

要
望
＝
Ｊ
Ｒ
の
安
心
安
全
に
利
用
で
き

る
運
行
体
制
の
確
保
（
新
）

回
答
＝
Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
は
、
安
全
な
運

行
が
実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
今
後
、
利
用
者
が
安
心
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
や

体
制
に
つ
い
て
要
請
し
て
い
く
。

要
望
＝
安
定
か
つ
効
率
的
な
道
内
物
流

体
制
の
維
持
・
確
保
（
新
）

回
答
＝
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
係
る
コ
ン
テ
ナ
貸

与
や
鉄
路
維
持
存
続
に
向
け
た
要
望
活
動

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て

き
た
。
今
後
も
本
市
の
み
な
ら
ず
オ
ー
ル

北
海
道
で
、
国
や
道
な
ど
に
対
し
、
農
産

物
の
貨
物
輸
送
を
は
じ
め
、
北
海
道
に
お

け
る
持
続
的
な
物
流
体
制
の
維
持
・
確
保

に
向
け
、
要
望
し
て
い
き
た
い
。

３　

中
心
市
街
地
活
性
化
の
推
進
に

つ
い
て

要
望
＝
事
業
施
行
者
が
進
め
る
北
見
市

中
央
大
通
沿
道
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開

発
事
業
推
進
に
向
け
た
連
携
協
力

回
答
＝
令
和
４
年
度
に
都
市
再
開
発
法

に
基
づ
く
事
業
計
画
及
び
権
利
変
換
計
画

の
認
可
を
行
う
な
ど
、
円
滑
に
事
業
が
進

む
よ
う
手
続
き
を
進
め
て
き
た
。
工
事
費

な
ど
の
一
部
を
補
助
す
べ
く
国
に
交
付
金

を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
予
算
を

確
保
す
る
な
ど
、
再
開
発
事
業
が
計
画
的

に
推
進
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

令
和
７
年
度
の
事
業
完
了
に
向
け
、
今

後
も
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

要
望
＝
空
き
店
舗
対
策
事
業
等
に
対
す

る
さ
ら
な
る
支
援

回
答
＝
近
年
、
空
き
店
舗
が
増
加
す
る

傾
向
に
あ
り
、
そ
の
対
策
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
今
後
も
空
き
店
舗
を
有
効
活
用

Ｑ 

ビ
ヨ
ン
ド
コ
ロ
ナ
対
策 

　
Ａ 

効
果
的
な
支
援
を
検
討
す
る

Ｑ 
物
流
体
制
の
維
持
・
確
保 

　
Ａ 
貨
物
は
じ
め
要
望
し
て
い
く

Ｑ 

市
街
地
再
開
発
へ
の
協
力

　
Ａ 

事
業
完
了
ま
で
支
援
継
続　
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す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
各
種
取
り
組
み
に
対
す
る

支
援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

４　

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
対
策

の
強
化
に
つ
い
て

要
望
＝
事
業
者
が
進
め
る
Ｄ
Ｘ
導
入

（
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
）
支
援

回
答
＝
国
で
は
、
中
小
・
小
規
模
事
業

者
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
支
援
と

し
て
、
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
、
事
業
再
構
築

補
助
金
等
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、
先
端
設
備
等

導
入
計
画
の
運
用
に
よ
る
設
備
投
資
へ
の

支
援
と
し
て
、
新
た
に
取
得
し
た
設
備
に

対
す
る
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
を
行
っ

て
お
り
、
事
業
者
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
化
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら

施
策
の
活
用
を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

要
望
＝
事
業
承
継
相
談
体
制
の
強
化

回
答
＝
当
地
域
の
経
済
と
雇
用
の
場
を

守
る
た
め
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
円
滑
な
事
業
承

継
に
向
け
た
対
策
と
し
て
は
、
引
き
続
き

貴
会
議
所
を
は
じ
め
、
市
内
金
融
機
関
や

専
門
支
援
機
関
等
と
連
携
の
上
、
事
業
承

継
セ
ミ
ナ
ー
等
を
通
し
、
事
業
承
継
の
必

要
性
や
具
体
的
な
取
組
方
法
の
周
知
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

要
望
＝
教
育
・
金
融
機
関
と
連
携
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
開
催
（
新
）

回
答
＝
引
き
続
き
、
北
見
未
来
創
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
貴

会
議
所
を
は
じ
め
、
金
融
機
関
や
教
育
機

関
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
市
内
の

創
業
・
起
業
意
識
の
醸
成
と
支
援
に
努
め

て
い
く
。

要
望
＝
健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
企
業

に
対
す
る
入
札
等
に
お
け
る
加
点
措
置
の

実
施
（
新
）

回
答
＝
入
札
参
加
資
格
に
お
け
る
加
点

措
置
に
つ
い
て
は
、
客
観
点
（
経
営
事
項

審
査
）
に
雇
用
対
策
や
健
康
経
営
へ
の
取

り
組
み
の
ほ
か
、
災
害
協
定
や
地
域
貢
献

活
動
の
項
目
を
主
観
点
と
し
て
加
え
て
い

る
自
治
体
の
事
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
、
道
内
他
都
市
の
状
況
も
参
考
と

し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

５　
当
地
域
の
産
業
振
興
に
つ
い
て

要
望
＝
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
な
が
る
商

品
づ
く
り
、
発
掘
・
販
路
拡
大
支
援
の
推

進
回
答
＝
北
見
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
絶

好
の
機
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
開
発
支
援

し
た
商
品
に
関
し
て
は
、
返
礼
品
登
録
に

向
け
て
の
支
援
や
個
別
相
談
な
ど
も
実
施

し
て
い
る
。
今
後
も
事
業
者
、
各
種
団
体

等
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
推

進
し
て
い
く
。

要
望
＝
カ
ー
リ
ン
グ
・
ア
ニ
メ
コ
ン
テ

ン
ツ
等
を
活
用
し
た
新
た
な
観
光
振
興
の

検
討
・
推
進
（
新
）

回
答
＝
カ
ー
リ
ン
グ
の
観
光
へ
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
旅
行
会
社
と
の
商
談
会
で

の
周
知
な
ど
を
行
い
、
誘
客
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
カ
ー
リ
ン
グ
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
北
見
の
魅
力
を
道
内
外
に
向

け
情
報
発
信
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
滞

在
時
間
の
延
長
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
も
、
引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
を

進
め
て
い
き
た
い
。
ア
ニ
メ
コ
ン
テ
ン
ツ

等
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
も
新
た
な
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
注
目
を
集
め
て
お

り
、
市
ゆ
か
り
の
漫
画
や
ア
ニ
メ
を
地
域

で
ど
の
よ
う
に
観
光
や
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
し
て
い
け
る
の
か
、
具
体
的
な
検
討
が

必
要
で
あ
る
。
関
係
機
関
と
引
き
続
き
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

要
望
＝
事
業
所
に
お
け
る
脱
炭
素
に
向
け

た
支
援
の
検
討
・
実
施
に
つ
い
て
（
新
）

回
答
＝
現
在
、
国
や
北
海
道
が
省
エ
ネ

設
備
更
新
や
地
産
地
消
型
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
促
進
等
へ
の
補
助
な
ど
、

事
業
者
の
脱
炭
素
に
資
す
る
取
り
組
み
に

対
し
て
支
援
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
支
援
策

に
つ
い
て
引
き
続
き
周
知
に
努
め
る
ほ
か
、

脱
炭
素
に
資
す
る
市
独
自
の
支
援
策
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ 

事
業
承
継
相
談
体
制
の
強
化

　
Ａ 

必
要
性
、
取
り
組
み
を
周
知

Ｑ 

事
業
所
へ
の
脱
炭
素
支
援

　
Ａ 

市
の
独
自
策
検
討
中　
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６
月
の
第
３
３
２
回
常
議
員
会
（
12
日
）
、
第
２
１
８
回
通
常
議
員
総
会
（
28

日
）
で
、
令
和
４
年
度
事
業
報
告
、
同
一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
収
支
決
算
（
監

査
報
告
）
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
事
業
報
告
で
は
、
北
見
市

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
協
賛
事
業
「
Ｐ-
チ

ケ
ッ
ト
大
抽
選
会
」
、
各
種
専
門
家
相
談

事
業
、
「
き
た
み
グ
ル
メ
ガ
イ
ド
」
の
作

製
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
支
援
を
は
じ
め
、
政
策
提
言
・
要
望
活

動
、
2
年
ぶ
り
の
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
合
同
企

業
セ
ミ
ナ
ー
」
、
「
北
見
ぼ
ん
ち
ま
つ

り
」
の
再
開
、
「
ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
」
事
業
の
継
続
な
ど
が
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

一
般
会
計
を
は
じ
め
各
会
計
収
支
決
算

は
、
前
年
度
同
様
に
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
事

業
の
中
止
・
縮
小
や
物
価
高
騰
な
ど
に
よ

り
増
減
。
委
託
事
業
会
計
で
は
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
登
録
事
業
、
グ
ル
メ
ガ
イ
ド
の

製
作
な
ど
で
増
額
、
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー

会
計
で
は
、
大
ホ
ー
ル
の
利
用
終
了
な
ど

に
よ
り
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
、
一
般
会
計
な
ど
、
主

要
７
会
計
の
決
算
は
、
収
入
が

３
億
５
５
２
５
万
５
２
４
３
円
、
支
出
が

３
億
４
７
６
１
万
３
４
８
１
円
で
、
差
し

引
き
残
高
は
７
６
４
万
１
７
６
２
円
。

令
和
４
年
度
末
の
会
員
数
は
年
度
当
初

よ
り
33
社
（
人
）
増
の
１
７
１
０
社
。
前

年
に
続
き
30
社
超
え
と
な
り
ま
し
た
。
会

員
の
増
加
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
地
元
企
業
の

環
境
が
悪
化
す
る
中
で
、
当
所
の
各
種
事

業
活
動
に
対
す
る
評
価
な
ど
に
よ
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

常
議
員
会
で
は
、
議
決
事
項
と
し
て
、

令
和
4
年
度
事
業
・
各
会
計
収
支
決
算
の

ほ
か
、
各
業
界
か
ら
選
出
さ
れ
る
中
小
企

業
振
興
委
員
の
構
成
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

常
議
員
会
、
通
常
議
員
総
会
の
報
告
事

項
と
し
て
、
議
員
の
職
務
を
行
う
者
の
変

更
、
北
見
市
の
総
合
的
経
済
活
性
化
に
関

わ
る
要
望
に
対
す
る
市
の
回
答
（
概
要
は

本
誌
１
・
２
頁
記
載
）
、
北
海
道
商
工
会

議
所
連
合
会
第
１
９
９
回
通
常
会
員
総
会
、

第
１
０
１
回
東
北
海
道
商
工
会
議
所
連
絡

協
議
会
の
要
望
活
動
な
ど
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

議
員
の
職
務
を
行
う
新
任
者
は
、
㈱
北

洋
銀
行
北
見
中
央
支
店
執
行
役
員
支
店
長

中
地
大
介
氏
、
北
海
道
糖
業
㈱
北
見
製
糖

所
執
行
役
員
北
見
製
糖
所
長
岩
崎
豪
司
氏
、

北
見
日
産
自
動
車
㈱
代
表
取
締
役
社
長
竹

田
貴
彦
氏
、
㈱
北
海
道
銀
行
北
見
支
店
執

行
役
員
北
見
支
店
長
東
田
武
彦
氏
。

舛
川
誠
会
頭
は
、
常
議
員
会
の
冒
頭
の

あ
い
さ
つ
の
中
で
、
諸
会
議
や
事
業
、
中

央
大
通
沿
道
地
区
の
再
開
発
事
業
の
経
過

な
ど
に
触
れ
ま
し
た
。

議
員
総
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
令
和
５

年
度
当
所
表
彰
、
道
商
連
表
彰
（
伝
達
）

の
被
表
彰
者
は
以
下
の
通
り
（
敬
称
略
）
。

（
担
当　

酒
井 

正
則
）

［
令
和
５
年
度
当
所
表
彰
］

◇
前
議
員 

平
木　

郁
夫 

（
退
任
）

［ 

令
和
５
年
度
北
海
道
商
工
会
議
所
連

合
会
表
彰
］

◇
前
会
頭 

永
田　

正
記 

（
退
任
）

◇
前
常
議
員 

村
井　

泰
彦 

（
同
）

 

山
腰　

俊
司 

（
同
）

 

渡
辺　

和
勇 

（
同
）

◇
常
議
員 

近
江　
　

強 

（
15
年
）

 

小
原　
　

誠 

（
同
）

 

坂
井　
　

浩 

（
同
）

 

堂
田　

佳
裕 

（
同
）

◇
職
員 
古
川　

佳
佑 

（
同
）

第
３
３
２
回
常
議
員
会
・
第
２
１
８
回
通
常
議
員
総
会　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
事
業
報
告
、
各
会
計
収
支
決
算
を
承
認
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委
員
会
の
開
催
状
況

総
務
委
員
会
（
５
／
12
）
で
は
、
第
４

回
会
員
親
睦
事
業
の
実
施
や
第
73
回
会
員
事

業
所
永
年
勤
続
従
業
員
表
彰
の
審
査
・
予
算

な
ど
の
ほ
か
、
次
回
委
員
会
か
ら
出
席
率

の
向
上
等
を
図
る
た
め
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
も

取
り
入
れ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式
で
の
開

催
を
決
定
し
ま
し
た
。

第
１
０
１
回
東
北
海
道
商
工
会
議
所
連

絡
協
議
会
は
５
月
17
日
、
釧
路
市
で
開
か
れ
、

地
域
課
題
を
要
望
事
項
と
し
て
採
択
し
、
要

望
活
動
に
反
映
す
る
と
と
も
に
全
道
大
会
に

提
出
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
前
同
様
、
人
数
制
限
の
な
い

開
催
と
な
り
、
９
商
工
会
議
所
か
ら
１
７
９

人
、
当
所
か
ら
舛
川
誠
会
頭
は
じ
め
11
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

採
択
さ
れ
た
43
件
は
、「
東
北
海
道
の
産

業
・
生
活
を
守
る
た
め
の
物
流
機
能
確
保
」

や
「
物
価
高
騰
対
策
」
な
ど
９
会
議
所
か
ら

の
要
望
を
取
り
ま
と
め
た
新
規
６
件
を
含
め

中
小
企
業
振
興
４
件
、
運
輸
観
光
10
件
、
地

域
振
興
20
件
、
特
別
提
案
９
件
。

ま
た
、
同
協
議
会
の
本
年
度
の
採
択
を

踏
ま
え
た
要
望
活
動
を
6
月
8
日
、
札
幌
市

内
の
関
係
官
庁
・
機
関
の
ほ
か
、
今
年
は
新

た
に
北
海
道
電
力
に
対
し
て
も
行
い
ま
し
た
。

東
北
海
道
商
工
会
議
所
連
絡
協
議
会
　

北
電
へ
の
要
望
活
動
も

第
71
回
全
道
商
工
会
議
所
大
会
　
　

特
別
提
案
含
め
15
議
案
採
択

第
71
回
全
道
商
工
会
議
所
大
会
が
７
月

１
日
、
約
３
０
０
人
、
当
所
か
ら
舛
川
誠
会

頭
を
は
じ
め
７
人
の
出
席
に
よ
り
、
苫
小
牧

市
で
開
か
れ
ま
し
た
。

東
北
海
道
を
は
じ
め
全
道
各
地
か
ら
提

出
さ
れ
た
要
望
項
目
を
取
り
ま
と
め
、「
現

下
の
状
況
を
打
開
す
る
早
急
な
景
気
・
経
済

対
策
の
実
行
」「
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

活
力
強
化
」「
地
域
人
材
の
確
保
・
育
成
の

推
進
」「
交
通
・
物
流
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
促

進
並
び
に
国
土
強
靱
化
の
促
進
」「
電
力
の

安
定
需
給
並
び
に
Ｇ
Ｘ
の
推
進
」
な
ど
14
議

案
と
、
特
別
提
案
「
北
方
領
土
問
題
に
係
る

啓
発
活
動
の
強
化
と
解
決
に
向
け
た
交
渉
の

早
期
再
開
並
び
に
隣
接
地
域
へ
の
振
興
施
策

の
推
進
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
担
当　

服
部 

浩
司
）

　北見中央大通沿道地区第一種市街地再開発事業は、
建設用地に係る関係権利者の権利変換を終え、本年度
予定の工事の発注作業が進められています。
　５月30日に２件の入札があり、旧双進ビルや駐車場
等の解体工事は、地元企業が受注。分譲マンション新
築工事は、最低価格者である地元企業２社を含む共同
企業体との協議が整い次第随意契約を予定しています。
　また、当所が入居の新北見経済センタービル、休日
夜間急病センターも、今後、入札公告を行い、工事施
工業者が決定次第、工事に入る予定で進められていま
す。
　同経済センタービルの完成は令和６年秋、全事業の
完了は令和７年度（令和８年３月）の予定となってい
ます。
　解体工事の施工業者、工期等は以下の通り。
・施工業者：北成建設㈱
・工期：令和５年６月７日～令和５年11月30日まで
・ 解体建物：旧双進ビル、旧北見パーク、ベルコパー

ク（一部） （担当　因 芳広）

本年度予定の工事発注　
　作業が進められています

中央大通沿道地区再開発事業の進ちょく
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当
所
の
会
員
事
業

所
永
年
勤
続
従
業
員

表
彰
式
が
６
月
21
日
、

被
表
彰
者
、
事
業
主
、

当
所
役
員
・
議
員
の

出
席
に
よ
り
、
北
見

経
済
セ
ン
タ
ー
１
階

１
号
室
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

昭
和
26
年
か
ら
始

ま
っ
た
同
表
彰
。
73

回
目
の
今
年
の
被
表

彰
者
は
、
40
年
勤
続

表
彰
8
人
、
30
年
勤

続
表
彰
23
人
、
20
年

勤
続
表
彰
24
人
、
10

年
勤
続
表
彰
24
人
の

計
79
人
。

舛
川
誠
会
頭
は
、

永
年
に
わ
た
る
勤
務
に
敬
意
を
表
し
、
表
彰

を
祝
う
と
と
も
に
、
「
専
門
的
な
知
識
、
技

術
、
豊
富
な
経
験
を
さ
ら
に
発
揮
し 

、
人
材

育
成
、
技
術
の
継
承
に
努
め
て
ほ
し
い
。
北

見
市
の
産
業
振
興
へ
の
尽
力
・
活
躍
を
祈
念

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
坂
井
浩
総
務
委
員

長
が
審
査
経
過
を
報
告
し
た
あ
と
、
舛
川
会

頭
か
ら
被
表
彰
者
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
辻󠄀
直
孝
市
長
は
「
こ
れ

ま
で
の
功
績
と
本
日
の
受
賞
に
心
か
ら
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
よ
り
一

層
研
さ
ん
、
後
進
の
育
成
に
も
尽
力
さ
れ
、

事
業
所
の
発
展
に
寄
与
を
」
、
北
見
公
共
職

業
安
定
所
の
奥
村
英
生
所
長
は
「
皆
様
は
地

域
や
企
業
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
宝
。

技
術
や
技
能
、
生
き
が
い
や
働
き
が
い
を
後

進
に
伝
え
て
ほ
し
い
。
ま
す
ま
す
の
活
躍

を
」
と
期
待
を
交
え
て
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
被
表
彰
者
を
代
表
し
40
年

勤
続
表
彰
を
受
け
た
松
浦
王
洋
さ
ん
（
水
元

建
設
）
が
「
こ
れ
か
ら
も
本
日
の
感
激
を
忘

れ
ず
、
ま
す
ま
す
精
励
勤
務
し
て
職
場
を
通

じ
て
皆
様
の
期
待
に
沿
う
よ
う
努
力
い
た
し

ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

（
担
当　

大
野 

縁
）

40年勤続表彰
　澤口昭彦（小田原商店）、平泉和子（ユー美容
室）、荻原洋子（同）、松浦王洋（水元建設）、
新谷富美子（精肉の小西）、服部和博（北見通
運）、小野寺法子（菓子處大丸）、星晃（五十嵐
建設）

30年勤続表彰
　島利章（三和システムサービス）、肥田典計
（天内工務店）、桑島博士（同）、菊池比恵（伝
書鳩）、木村誠（同）、髙橋毅（水元建設）、石
井博之（北辰工業）、古村健二（桑原電工）、福
田和哉（桑原冷熱）、柴田悟志（三和工業）、西
澤龍一、髙橋潤、吉井彰（以上ミズノ硝子建材）、
谷博之（レンタコム北見）、羽根石努、荒井泉、
赤羽勝彦、大平真一、太田基（以上北見通運）、
結城清二（吉崎工業所）、山村洋二（菓子處大
丸）、佐伯晃一（同）、及川真幸（五十嵐建設）

20年勤続表彰
　千葉真一（北見薄荷通商）、美濃島和彦（北見
環衛）、阿部弘美（同）、大矢麻衣子（天内工
務店）、平岡謙一（伝書鳩）、国府正広（水元建
設）、海崎京弥（北辰工業）、山中崇（小西工
業）、山田正吾（ミズノ硝子建材）、吉森昭（レ
ンタコム北見）、森谷ちゆき（同）、寺下旭、坂
上智教、北村仁志、馬場孝志、松坂洋一（以上北
見通運）、太田朋章（光化成）、松嶋武志（吉崎
工業所）、佐々木篤、工藤尚志、中山穂香（以上
北見第一木材）、松浦春美（田巻美石園）、工藤
一哉（菓子處大丸）、大津久美子（永田製飴）

10年勤続表彰
　水戸部希（システムサプライ）、池田明久（斉
藤商店）、橘井崇（三和システムサービス）、福
島景子（Ｓ．Ｍ．Ｙ）、金村有希恵、中川一輝、
茅山裕太（以上桑原電装）、矢作徹（北見薬剤師
会ミント調剤薬局）、小形淳、渡辺健一、重山肇、
鈴木良太（以上北辰工業）、白井秀和（小西工
業）、八巻正広（同）、行元みはる（三好メディ
カル）、村田優作（山下金物店）、細坂佳秀（ミ
ズノ硝子建材）、谷口樹希也（同）、原田史佳、
工藤学、後藤保子、細川大輔（以上北見通運）、
中陣美香（まちづくり北見）、山口有美（同）

〈敬称略〉

40年勤続８人はじめ79人を表彰

第73回会員事業所永年勤続従業員表彰

40年勤続表彰
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第
70
回
北
見
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
（
実
行
委
員

会
、
北
見
市
観
光
協
会
主
催
）
は
７
月
15
、

16
の
両
日
、
ほ
ぼ
例
年
通
り
の
企
画
に
よ
り
、

前
年
同
様
に
香
り
ゃ
ん
せ
公
園
な
ど
を
会
場

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

昨
年
の
課
題
で
あ
っ
た
「
素
人
縁
日
」
屋

台
で
は
、
支
払
い
を
現
金
と
し
混
雑
の
緩
和

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

前
身
の
昭
和
29
年
の
「
第
1
回
商
工
ま
つ

り
」
か
ら
数
え
て
70
回
目
の
節
目
。
北
見
市

の
姉
妹
都
市
・
高
知
市
の
「
よ
さ
こ
い
（
祭

り
）
」
も
同
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
70
回

記
念
事
業
と
し
て
、
高
知
市
か
ら
正
調
よ
さ

こ
い
鳴
子
踊
り
の
一
行
（
10
人
）
を
招
き
、

演
舞
を
披
露
し
て
も
ら
い
ま
す
（
16
日
）
。

両
市
が
姉
妹
提
携
を
結
ん
だ
昭
和
61
年
に

は
高
知
市
民
が
舞
踊
パ
レ
ー
ド
の
前
に
よ
さ

こ
い
鳴
子
踊
り
を
披
露
し
、
北
見
市
民
を
魅

了
し
ま
し
た
。
今
回
は
4
月
に
発
足
し
た

「
北
見
正
調
よ
さ
こ
い
振
興
会
」
会
員
、
同

会
の
呼
び
か
け
で
指
導
を
受
け
た
市
民
ら
が

踊
り
に
加
わ
り
ま
す
。

も
う
１
つ
の
記
念
事
業
と
し
て
、
「
ロ

コ
・
ソ
ラ
ー
レ
・
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
」
（
16

日
）
。
一
般
社
団
法
人
ロ
コ
・
ソ
ラ
ー
レ
所

属
の
「
ロ
コ
・
ソ
ラ
ー
レ
」
、
「
ロ
コ
・
ス

テ
ラ
」
、
今
年
結
成
さ
れ
た
男
子
チ
ー
ム

「
ロ
コ
・
ド
ラ
ー
ゴ
」
の
3
チ
ー
ム
か
ら
の

出
演
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
15
日
に
は
、
サ
ン
バ
北

見
ば
や
し
こ
ど
も
カ
ー
ニ
バ
ル
、
道
警
音
楽

隊
・
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
の
演
奏
・
演
技
、
舞

踊
パ
レ
ー
ド
（
10
団
体
約
５
０
０
人
）
、

二
百
人
に
よ
る
屯
田
大
綱
引
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ー

ス
、
16
日
に
は
、
消
防
車
な
ど
車
輌
の
展
示
、

ぼ
ん
ち
de
ダ
ン
ス
、
納
涼
花
火
大
会
（
ス
タ

ー
マ
イ
ン
や
仕
掛
け
花
火
な
ど
約
４
０
０
０

発
、
小
泉
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
を
予
定
。

両
日
と
も
素
人
縁
日
（
常
呂
川
側
の
敷
地
に

約
50
店
）
、
ぼ
ん
ち
村
、
「
こ
ど
も
広
場
」

が
設
け
ら
れ
ま
す
。 

（
担
当　

安
藤 

辰
徳
）

第
70
回
記
念
事
業
と
し
て
「
正
調
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
」

「
ロ
コ・ソ
ラ
ー
レ・
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
」

ぼ
ん
ち
ま
つ
り　
２
日
間
の
日
程（
７
／
15・16
）　
ほ
ぼ
例
年
通
り
の
企
画

ロコ・ソラーレサイン色紙や花火大会優待席券も当たる
まつりオリジナル ガチャ コーナー

　北見ぼんちまつり会場に、同まつりなど市内
イベント関連のキーホルダーや缶バッジが出て
くる「カプセルトイ機」（ガチャガチャ）コー
ナーを設けます。
　本部席付近に配置予定の同コーナーに、同機
6台を置き、４種類2000個限定で販売します
（１回500円）。「大当たり」は、ロコ・ソラ
ーレのサイン色紙、納涼花火大会の優待席券を
用意しています。

舞踊パレードの前に披露された「よさこい」（昭61、『月刊あるふあ』）
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　Ｑ：貴社は、令和4年、「健康経
営」に取り組むこと（健康事業所）
を宣言し、5年、健康経営優良法人
2023、きたみワーク・ライフ・バ
ランス認定事業所に認定されました。
健康経営のきっかけは。
　Ａ：北見商工会議所青年部の例会
で「健康経営」について知り、調べ
たり、教えてもらい興味を持ちまし
た。従業員の離職率の高さに悩んで
いましたが、健康経営にその改善策
があるのではないかと。

　Ｑ：健康経営に理解を深める中で
分かってきたことは。
　Ａ：健康経営に目を向ける中で課
題が見えてきました。勤務時間が長
くなることで、睡眠不足となり、負
担になっているのではないかと。ま
た、シフト制であり、従業員同士の
コミュニケーション不足も。つまり、
従業員をもっと大事に、職場環境を
良くしていこうと。それらへの気づ
きがありました。
 
　Ｑ：まず取り組んだことは。
　Ａ：ノー残業です。その社内全体

の推進には、各自の勤務時間、休
日、業務量などの情報共有が必要
であり、これらが分かる共有シス
テムを導入、あわせて申し送り事
項などを書いた「伝言メモ」のや
りとりを始めました。デジタルと
アナログで随時対応する業務のバ
ックアップ態勢を整えました。

　Ｑ：これらのほかの取り組みは。
　Ａ：講師を招いた健康をテーマ
にしたセミナーを開催しています。
また、ちゃんと食事をしているの
か、従業員に対する日常的な目
配りも。健康等も含め面談は定期、
随時行っています。ストレスチェ
ックも勧めています。

　Ｑ：コミュニケーション不足の
改善には。
　Ａ：トレーナーのレクリエーシ
ョン（トレク）を実施しています。
内容はスポーツ、釣り、温泉、キ
ャンプなどを通じて、心身のリフ
レッシュとともにコミュニケーシ
ョンの活性化を図っています。

　Ｑ：それらの成果はどうですか。
　Ａ：トレクを定期的に実施する
事でスタッフ間のコミュニケーシ
ョンが多くなり、職場の雰囲気が
格段良くなりました。会話が多く
なることで業務の伝達がスムーズ
になり、色々なアイディアが出る
ようになりました。

　Ｑ：今後の取り組みは。
　Ａ：ノー残業を推進するために
「ノー残業手当」の支給、健康の
視点から食事面のサポートも検討
していきたいと思っています。

（担当　中島　沙織）

「ノー残業」や「トレク」で心身リフレッシュ　健康の学びも

「
ノ
ー
残
業
」
に
向
け

情
報
を
交
換
す
る
ス
タ
ッ
フ

「健康経営優良法人2023」認定　会員事業所 紹介
　今月号より「健康経営優良法人2023」に認定された会員事業所の健康経営に関する取り組みなどを紹介しま
す。今回は㈱ＰＨＹＳＩＴ（フィジット）の大森達也代表取締役と大森泰子専務取締役にお話を伺いました。

㈱Ｐ
フ ィ ジ ッ ト

ＨＹＳＩＴ　北見市とん田西町300-2 ℡61-5510

［企業概要］平成28年に設立し道東初の医療的要素を取り入れた「メディ
カルフィットネス」（スポーツ）クラブ（北見、網走）を運営。経営方針は
「夢を叶え最高の人生を送るための身体づくりをサポートします」。トレー
ナーなどを担う従業員は20・30代の14人（理学療法士4人）。整骨院も併設
し身体のケアやトラブルにも対応。大森達也代表取締役をはじめトレーナー
はオリンピック選手などトップアスリートのサポートもしています。
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当
所
中
小
企
業
相
談
所
主
催
の
「
事
業

環
境
変
化
対
応
講
習
会
」（
5
／
11
）
で
は
、

受
講
者
9
人
が
合
同
会
社
ふ
じ
た
経
営
企
画

代
表
社
員
の
藤
田
貴
史
さ
ん
か
ら
「
割
増
賃

金
率
引
上
げ
の
対
応
ポ
イ
ン
ト
と
労
働
時
間

短
縮
の
ヒ
ン
ト
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

労
働
基
準
法
の
改
正
に
よ
り
、
本
年
度

か
ら
中
小
企
業
も
月
60
時
間
を
超
え
る
法
定

時
間
外
労
働
に
対
す
る
割
増
賃
金
率
が
50
％

（
従
前
25
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

藤
田
さ
ん
は
、
長
時
間
労
働
の
是
正
に

向
け
た
対
応
と
し
て
、
①
正
確
な
実
労
働
時

間
を
把
握
す
る
、
②
長
時
間
化
し
て
い
る

「
人
」「
部
署
」
ご
と
に
要
因
を
特
定
す
る
、

③
業
務
の
洗
い
出
し
・
見
え
る
化
と
社
員
教

育
の
実
施
、
④
振
替
休
日
の
活
用
や
有
給
休

暇
取
得
の
奨
励
、
⑤
時
季
に
よ
っ
て
労
働
時

間
を
変
え
る
変
形
労
働
時
間
制
や
残
業
の
許

可
制
の
導
入
な
ど
を
挙
げ
て
説
明
。
業
務
の

見
え
る
化
と
し
て
、
社
員
が
1
週
間
の
予
定

を
立
て
、
全
社
で
共
有
、
日
報
で
確
認
・
把

握
す
る
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ア
プ
リ
な
ど
を
使
っ

た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
の
「
働
き
方
改
革
」、
人
手
不
足
、

働
く
意
識
や
働
き
方
な
ど
事
業
環
境
変
化
の

対
応
に
は
、
労
働
条
件
、
職
場
環
境
を
見
直

し
、
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
説
い
て
い
ま
し
た
。

（
担
当　

安
藤 

辰
徳
）

当
所
中
小
企
業
相
談
所
主
催
の
「
消
費

税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
対
応
講
習
会
」（
６
／
７
）

で
は
、
受
講
者
32
人
が
税
理
士
の
佐
藤
史
郎

さ
ん
か
ら
同
制
度
の
概
要
、
実
務
上
の
対
応
、

登
録
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。　

消
費
税
の
か
か
る
取
り
引
き
、
対
象
外
・

非
課
税
取
り
引
き
な
ど
に
続
き
、
10
月
か
ら

消費税インボイス制度対応講習会

始
ま
る
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適
格

請
求
書
等
保
存
方
式
）
の
概
要
、
実
務
対
応
、

手
続
き
に
つ
い
て
、
事
例
を
交
え
て
解
説
・

助
言
し
ま
し
た
。

受
講
者
は
、
課
税
事
業
者
の
判
定
、
同

制
度
の
開
始
以
前
と
以
後
の
事
業
者
か
ら
見

た
消
費
税
、
懸
念
事
項
と
し
て
免
税
事
業
者

か
ら
の
消
費
税
の
請
求
に
係
る
事
前
の
確
認
、

登
録
番
号
確
認
の
ポ
イ
ン
ト
（
タ
イ
ミ
ン
グ
、

方
法
、
確
認
範
囲
）、
仕
入
税
額
控
除
（
消

費
税
を
算
出
す
る
際
に
課
税
売
上
の
消
費
税

額
か
ら
課
税
仕
入
れ
の
消
費
税
額
を
差
し
引

く
こ
と
）
の
仕
組
み
・
特
例
、
国
外
事
業
者

と
の
取
り
引
き
で
の
対
応
、
税
額
の
計
算
方

法
な
ど
に
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

（
担
当　

安
藤 

辰
徳
）

当
所
、
北
見
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
創
業
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」

（
６
／
13
・
14
）
で
は
、
受
講
者
6
人
が
合

同
会
社
ふ
じ
た
経
営
企
画
の
代
表
社
員
の
藤

田
貴
史
さ
ん
か
ら
創
業
の
心
構
え
、
事
業
計

画
、
資
金
調
達
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

藤
田
さ
ん
の
経
験
を
踏
ま
え
た
起
業
に

係
る
さ
ま
ざ
ま
な
助
言
に
、
受
講
者
は
自
身

の
創
業
プ
ラ
ン
を
活
か
そ
う
と
、
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。（

担
当　

竹
中 

秀
之
）

講
習
会
・
セ
ミ
ナ
ー
　
抄
録
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女
性
会
の
5
月
例
会

が
５
月
15
日
、
24
人
の

出
席
に
よ
り
北
見
経
済

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

研
修
・
親
睦
、
総
務
広

報
の
3
部
会
の
個
別
協

議
、
全
体
会
議
に
よ
り
、

情
報
の
共
有
と
と
も
に
、

各
事
業
の
円
滑
な
推
進

を
図
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

全
体
会
議
で
は
、

２
０
２
３
環
境
フ
ェ
ア

く
る
る
ん
き
た
み
（
６

／
10
）、
北
海
道
商
工

会
議
所
女
性
会
連
合
会

総
会
（
５
／
31
、
札
幌

市
）
の
参
加
な
ど
が
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

例
会
終
了
後
は
、
同
く
る
る
ん
き
た
み

に
向
け
て
打
ち
合
わ
せ
を
実
施
。
当
日
、

女
性
会
は
主
催
者
（
リ
サ
イ
ク
ル
実
行
委

員
会
）
の
構
成
団
体
と
し
て
、
バ
ザ
ー
の

運
営
ほ
か
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
参
加

し
ま
し
た
。 

（
担
当　

池
亀 

由
基
）

青
年
部
の
6
月
例
会

が
13
日
、
64
人
の
出
席

に
よ
り
、
北
見
経
済
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。今

回
の
テ
ー
マ
は

「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

を
学
ぼ
う
」。
チ
ー
ム

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
は
、

各
自
の
ス
キ
ル
や
経
験

を
最
大
限
に
生
か
し
、

目
標
を
達
成
で
き
る
チ

ー
ム
を
作
り
上
げ
る
取

り
組
み
。

同
例
会
で
は
、
Ｋ
Ｊ

法
を
採
用
し
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
実
施
し
ま
し

た
。

５
・
6
人
の
各
グ
ル
ー
プ
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
思

い
つ
い
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
付
箋
に
書
き
、

そ
れ
ら
を
グ
ル
ー
プ
化
、
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
・
ま
と
め
る
こ
と
を
通
じ
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
力
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
会

員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
ま

し
た
。 

（
担
当　

武
田 

卓
）

　
　
　
　
　
　
　
7
月
15
、16
日
、香
り
ゃ
ん
せ
公
園
・
小
泉
河
川
敷

花
火
、舞
踊
、綱
引
、サ
ン
バ
の
ほ
か
、正
調
よ
さ
こ
い
を
検
討

〈女 性 会〉
５月例会では、個別・全体で情報共有　
　６月には「くるるんきたみ」に参加

〈青 年 部〉
６月例会では、64人の出席により　
　　チームビルディングを学ぶ

会員限定　ＨＰリンク・各種情報 メール配信
　当所は、会員事業所限定サ
ービスとして、会員事業所の
ＨＰ紹介（当所ＨＰにリン
ク）と、企業経営の関連制度
やコロナ支援金情報など、各
種情報のメール配信を無料で
行っています。会社のＰＲや
情報収集にお役立てください。

（担当　瀧口 花帆）

くるるん・きたみ

青年部6月例会
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【豊地事業所】

当
所
は
令
和
５
年
度
の
新
規
事
業
と

し
て
、「
事
業
承
継
相
談
室
」
を
月
２
回
、

北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
設
け
、

事
業
承
継
で
悩
み
を
抱
え
て
い
る
会
員

事
業
所
の
皆
様
に
秘
密
厳
守
、
公
平
中

立
の
立
場
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
と
し
て
は
、「
事
業
承
継

を
考
え
て
い
る
が
、
何
か
ら
手
を
つ
け

て
よ
い
の
か
」「
親
族
で
承
継
で
き
る

者
が
い
な
い
が
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
」「
事
業
を
承
継
さ
せ
た
い
者
は
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
」「
個

人
事
業
で
も
手
続
き
が
必
要
な
の
か
」

な
ど
。

相
談
員
は
、
当
所
に
設
置
さ
れ
て
い

る
北
海
道
事
業
承
継
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
北
見
サ
テ
ラ
イ
ト
担
当
職
員
。
内

容
に
よ
っ
て
は
事
業
承
継
の
専
門
家
な

ど
が
対
応
し
ま
す
（
要
・
予
約
、
無
料
）。

共
済
・
福
祉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン  

お   

礼

当
所
の
「
春
の
共
済
・
福
祉
制
度
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に
対
す
る
会
員
事
業
所
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

福
祉
制
度
で
は
当
初
の
目
標
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
終
了
後
も
会
員
事
業
所
皆
様
の
福
利
厚

生
の
向
上
や
経
営
安
定
の
た
め
、
共
済
・

福
祉
制
度
の
推
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
担
当　

総
務
部
）

７
月
の
同
相
談
室
は
19
日
（
水
）、

26
日
（
水
）、
時
間
は
午
前
10
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
。
予
約
の
際
、
相
談
時

間
を
決
め
ま
す
。

予
約
は
、
当
所
地
域
振
興
部
後
藤
（
℡

23
―
４
１
１
１
）、
北
見
ビ
ジ
ネ
ス
総

合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
竹
中
（
通
称
ビ

ズ
サ
ポ
北
見
、
℡
57
―
５
６
８
８
）
ま
で
。

経営課題を
ワンストップ
サービス支援

　ビズサポ北見（旧オホーツク
産学官融合センター）は、独立
行政法人中小企業基盤整備機構
北海道本部北見オフィスなどと
提携し、地域の中小企業が発展
できるよう創業・事業承継をは
じめとする経営支援を進めるワ
ンストップサービスの拠点とし
て業務を行っています。
　問い合わせは同センター（℡
57–5688）へ。

（担当　竹中 秀之）

事
業
承
継
相
談
室
　
７
月
は
19
・
26
日　
無
料
・
予
約
制

■㈲美和工芸 (茂手木一美さん、西三輪３丁目752－50、看板製作）
■㈱ロハス （宮本達也さん、柏陽町47－３、厨房機器のレンタル業）
■ライフ・ワン㈱ （寺林正雄さん、無加川町400－22、遺品整理・生前整理・
引越・便利屋業）

■Ｒｅａｌ　ｓｔｙｌｅ （佐々木隆行さん、美芳町４丁目２－８、小売〈アパレル・
ガジェット〉、ネット販売）

■エービーバー （阿部周平さん、山下町１丁目アクシスビル６階、バー）
■得斗工業 （岩本鉄得さん、中央三輪１丁目277－５、土木）
■Sasaki HRD Office （佐々木優奈さん、美芳町２丁目６－30ｺｺﾊｳｽ３－Ｂ号、
コンサルティング業〈人材、営業代行、デザイン制作〉）

■一般社団法人ドット道東 （中西拓郎さん、高栄西町８丁目４－７、広告制作・
出版）

■㈱アース興建 （織田賢さん、端野町三区366－５、乳製品の加工・販売〈ア
イスクリーム〉）

新入会員紹介 （入会日　令和5.4/20～6/19）

ご入会ありがとうございます

北見ビジネス総合
サポートセンター

〈通称ビズサポ北見〉
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　㈱ ATC（名古屋敬
太社長）は、美容室
「Tiara by artic」 の
経営ほか、同美容室
が入居する「トキワ
ビレッジ」を所有し
不動産業を営んでい
ます。網走市出身の

名古屋社長（41）は、美容師歴 23 年。網走・北見市
内で店長などを務め、平成 20 年に独立し 22 年に法
人化。美容室では、ヘアデザイナーとして、スタイリ
ストとアシスタントを束ねています。同美容室は個性
を生かしたスタイルと専門店なヘアケアを提案し、顧
客は市内はもちろん紋別、遠軽、美幌、弟子屈などか
らも。また、スタッフの働きやすさにも取り組み、令
和 3 年から完全週休 2 日制を導入。子育てやプライベ
ートを充実させ、楽しく仕事ができる環境を整備。名
古屋社長は「美容業、不動産業を通じて地域に少しで
も貢献していければ」と話しています。

　「カレーのちから」を展開する㈱ちから（宮田力社
長）は今年創業 10 周年。この節目に三輪に新店舗を
開店（本店移転）。現在、北見に２店、旭川に１店、千
歳に２店（フランチャイズ）と業容を拡大。本店には
自販機、ドライブスルーを設置。看板メニューは北見
産タマネギをふんだんに使い時間をかけて調理したカ
レー。トッピングなどにもタマネギにこだわるほか、
「北見ホルモンカレー」の開発、レトルト商品化も。
店は就労継続支援 A 型事業所（障がい者の就労支援を
行う福祉事業）として運営、５店舗の利用者は約 100
人、従業員 25 人。宮田社長（48）はご当地カレーが
ある帯広出身。土木
の自営業に従事した
のち北見で起業。コ
ロナ禍、本店移転の
先に旭川での多店舗
化、従業員の独立支
援も視野にしている
ようです。

2023年7月6日（隔月発行）

最近、ずっと目に疲労感があり、スッキリと
しない日が多い気がします。原因は、仕事中、
パソコンと向かい合うことが多く、家に帰っ
た後や休日もスマートフォン等を使用し、目
を休める時間がほとんどないことだと分かっ
ています。
　大学生の時から習慣としてパソコンやスマ

ートフォンを使うことが染み付いており、10 年以上
の蓄積が今、体に異変として起きている気がします。
眼精疲労だけではなく、肩こりもつらくなってきてお
り、何とかしなければとの思いが強くなっています。
　できることからということで、パソコンを使用する
時には、①部屋を明るくする② 50㎝離れて見る③ま
ばたきをこまめにする④１時間に 10 分くらい目を休
めることを心がけていきたいです。また、食事の際に
は、不足すると目のトラブルを招くという栄養素、ビ
タミンＡ・Ｃやアントシアニン等をとるようにしたい
です。
　まずは夜遅くまでスマートフォンを使用しない、一
日の中で目を休める時間を確保することが大切だと思
います。快適な生活を送るためにも、目をいたわる生
活を心がけ、取り返しがつかなくなる前に改善してい
きたいです。

◆ ７日 専門家個別経営相談窓口（14日・21日・28日）
◆ 10日 三役会（26日）
◆ 15日 第70回北見ぼんちまつり（16日）、青年部７月

例会（16日）
◆ 19日 事業承継相談室（26日）
◆ 24日 女性会７月例会、DX・BCP個別相談
◆ 25日 DX・BCP個別相談
◆ 27日 事業計画作成講習会、高校生のための企業概要説

明会

◆ １日 やさしい複式簿記講習会（～3日）
◆ ３日 道商連人材対策委員会
◆ ４日 専門家個別経営相談窓口（18日・25日）
◆ ７日 三役会（21日）
◆ ８日 青年部８月例会（21日）
◆ ９日 事業承継相談室（23日）
◆ 17日 全道商工会議所専務理事会議（遠軽町）
◆ 22日 第2回議員会親睦ゴルフ大会、DX・BCP個別相談
◆ 28日 会員親睦ゴルフ大会
◆ 29日 第56回東北・北海道商工会議所連絡協議会

美容室「Tiara by artic」経営と不動産業

㈱ATC（アート・テクニカル・コーポレーション）
創業10周年、北見・旭川・千歳に５店舗

「カレーのちから」を展開する　㈱ちから

会員紹介ご希望の事業所は当所地域振興部（☎23-4111）宛ご連絡願います。（掲載：無料）

北見商工会議所報
き た み　№166

会 員 紹 介 会員増強運動中！
～非会員に入会をお勧めください～

今後の予定 できることから始めたい　　
　　　  眼精疲労の改善策

北見市常盤町4丁目16-3　　℡57-1588 北見市東三輪4丁目8-27　　 ℡69-7878
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